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ヒトだけが火を使って食べ物を料理し食することが可能で
あり，それまでの食糧事情を一変させ，進化にも影響を及
ぼした．加熱により食品は軟らかくなり，容易に嚙み切れ
るようになり，おいしさも向上する．筆者が長年研究して
いる容器詰加圧加熱食品では，微生物制御を優先して加熱
条件を設定してきたが，おいしい食品をつくる条件とは異
なる場合もある．そこで，おいしさに重点をおいて食品と
熱の関係を解説する．また，話題の低温調理についても紹
介する．
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42
2024年1～ 6月期の缶詰，びん詰生産は68.1万トン
（10,736万箱．実箱）で，前年対比72.0％であった．内
訳は，丸缶65.5万トン，10,293万箱（飲料を除いた丸缶で
は5.3万トン，677万箱），大缶0.7万トン，42万箱，びん詰
1.8万トン，401万箱であった．レトルト食品の生産は，19.2
万トン（3,527万箱）であった．
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